
このたびは、弊社製品をご採用いただきありがとうございました。
本製品の性能を十分に発揮させるためおよび安全確保のため、ご使用前に必ずこの取扱説明書をお読みください。
製品使用時には、常にお手元に置いていただき、お読みになったあとも大切に保管してください。
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不透明な物質の表面を顕微鏡観察する場合は、落射照明型の顕微鏡が適しています。この顕微鏡は同軸落射照明、
プランアクロマート対物レンズ、広視野接眼レンズで構成され、クリアでハイ・コントラストな像が得られます。金属
組織学、鉱物学、精密工学、電子工学などの分野の分析・研究に最適な機器です。大学や工場などにおける科学的
研究や教育にも適しています。

２．各部の名称

接眼レンズ

レボルバ

対物レンズ

ガラスステージ

メカニカルステージ

双眼部

撮影用直筒

アナライザ・レバー

ポラライザ

視野絞り調整レバー

　　　　　　　　コンデンサ調整レバー
　　　　　　　コンデンサ絞り調整レバー

　　　　　視野絞り芯出しネジ
　　　　　　フィルターダイヤル

　　　　　　　　　　ランプハウス
　　　　　　　　　ランプハウス固定ネジ

コレクタ

コンデンサ

コンデンサ芯出しつまみ

ソケット

コンデンサ固定ネジ

鏡筒固定ネジ

鏡柱

トルク調整リング
粗動焦点ハンドル
微動焦点ハンドル

図１

三眼鏡筒

コンデンサ絞り調整つまみ

ランプハウスプラグ

落射／透過照明切換スイッチ
（ハロゲン照明モデルのみ）

透過照明用光量調整ダイヤル
（LED照明モデルのみ）

ランプハウスふたネジ

ステージ前後動ハンドル

ステージ左右動ハンドル

撮影用アダプタ固定ネジ
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図２

図３

コンデンサ調整レバーコンデンサ絞り調整レバー

フィルターダイヤル

視野絞り芯出しネジ

ポラライザ

視野絞り調整レバー

ランプハウス固定ネジ

ポラライザ挿入口

ランプハウスふたネジ

ステージ位置ストッパー

粗動焦点ハンドル

電源スイッチ

落射照明用光量調整ダイヤル
（ハロゲン照明モデルは落射/透過照明兼用）

コンデンサ上下ハンドル

コンデンサ固定ネジ

コンデンサ芯出しつまみ

メカニカルステージ

対物レンズ

レボルバ

接眼レンズ
視度補正環

双眼部

撮影用直筒

コレクタ

コンデンサ（絞り付き）

コンデンサ絞り調整つまみ

鏡柱

三眼鏡筒

光路切換つまみ

アナライザ・レバー

ランプハウス

コンデンサ調整レバー

コンデンサ絞り調整レバー

フィルターダイヤル

視野絞り芯出しネジ

視野絞り調整レバー

微動焦点ハンドル

ガラスステージ
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３．顕微鏡のセットアップ

以下の手順で顕微鏡を組立てます。

１．落射照明装置を次の手順で取りつけます。
（１）三眼鏡筒下部にある保護カバーをはずした後、鏡柱に三眼鏡筒をのせ、鏡筒固定ネジを締めて固定し

ます。
（２）ランプハウス固定ネジを緩めた後、ランプハウスを三眼鏡筒後部の落射照明装置の筒に挿入し、ラン

プハウス固定ネジを締めて固定します。
（３）ランプハウスプラグを本体背面にあるソケットに差し込みます。

２．左右の鏡筒に接眼レンズをセットします。
３．粗動焦点ハンドルを回してステージを一番下まで下げてから、レボルバに対物レンズを低倍率のものから高
倍率のものへ順番にねじ込んで装着します。対物レンズをステージなどにぶつけないように注意します。

４．透過照明装置を取りつけます（図４，５参照）。
（１）左右のコンデンサ芯出しつまみ(A)を緩めて、コンデンサホルダ(B)からコンデンサホルダリング(C)を取

り外します。
（２）コンデンサホルダリングの下方よりコンデンサ(D)を挿入し、コンデンサ固定ネジ(E)を締めて両者を組

み合わせます（コンデンサ絞りの調整つまみ(F)は観察者側に向くように取り付けます）。
（３）コンデンサホルダリングにある切れ込み(G)がコンデンサホルダのピン(H)に合うようにして、コンデン

サをコンデンサホルダに挿入後、左右のコンデンサ芯出しつまみ(A)を締め、接眼レンズを覗いたとき
に視野内が照明されるように調整します。

　　※コンデンサホルダリングが取り外しにくい場合や、コンデンサホルダに挿入しにくい場合は、粗動焦
点ハンドルやコンデンサ上下ハンドルを調整して操作しやすい位置に調整します。

　　※透過照明用のコンデンサの正確な位置調整はこの後に解説があります。
５. ガラスステージをメカニカルステージ上にセットします。

図５

A A

B

C D

E F

G

H

図４

CJ

D

E

F



- 4 -

落射照明装置のセットアップ

　※ハロゲン照明モデルは以下の操作を行う前に、あらかじめ落射／透過照明切換スイッチを落射照明側にして
おきます（顕微鏡背面側を押し込む）。

　１．電源プラグをコンセントに差し込み、電源スイッチを入れて照明光を点灯させます。光量調整ダイヤルを回し
て適切な光量になるよう調整します。（ハロゲン照明タイプの場合は、電源スイッチON/OFF時は照明光の明
るさが最小となるように光量調整ダイヤルを調整して下さい）

　２．光路切換つまみが観察用位置（押し込んだ位置）になっていることを確認します。
　３．アナライザ・レバーは通常観察の位置にしておきます。

通常観察時：右側のアナライザ・レバーを引き抜き、左側を押し込んだ位置
偏光観察時：右側のアナライザ・レバーを押し込み、左側を引き抜いた位置

　４．ポラライザやフィルタ類は全て取り除いておきます。落射照明装置のフィルターダイヤルは、空の部分に合わ
せます。

　５．ハロゲン照明モデルはハロゲンランプの芯出しを行います（LED照明モデルではこの操作は不要なので、次
のステップに進みます）。白い紙をステージに置き、１０倍くらいの対物レンズを光路に入れ、接眼レンズを
覗きながら粗・微動焦点ハンドルを回して、白い紙に焦点を合わせます。次に対物レンズのひとつをレボルバ
からはずし、レボルバの対物レンズの取りついていない穴を光路に入れます。ランプ位置調整つまみ１と２
（図６）を操作して、光源のフィラメントの像が白い紙に映し出されるように調整します。コンデンサ調整レ
バーを操作してフィラメントの像がはっきりと見えるように調整します。調整後、対物レンズをレボルバに再装
着します。

　６．光量調整ダイヤルとコンデンサ絞り調整レバーにより、観察に適した光量・明るさにします。低倍率（５倍など）
の対物レンズを使用する場合は、フィルターダイヤルですりガラスを選択すると照明むらが軽減します。

　７．視野絞りの調整を以下の手順で行います（図７参照）。
　（１）レボルバを回して１０倍の対物レンズを光路に入れます（接眼レンズは１０倍を使用します）。
　（２）視野絞り調整レバーで、視野絞りを小さく絞り込みます。
　（３）視野絞りの像が視野の中心からずれていれば（図７A）、２本の視野絞り芯出しネジをまわして、視野絞り
　の像が視野の中心に合うように調整します（図７B）。

　（４）接眼レンズを覗きながら視野絞りを徐々に開いていき、視野絞りの縁の像が視野の外周よりひとまわり
　大きくなるように調整します（図７C、D）。これで観察可能な状態になります。

A B C D

図７．視野絞りの調整

図６．ハロゲン照明モデルのランプハウス

コンデンサ絞り調整レバー

ランプ位置調整つまみ１

ランプハウスふたネジ

ランプ位置調整つまみ２
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透過照明装置のセットアップ

※ハロゲン照明モデルは以下の操作を行う前に、あらかじめ落射／透過照明切換スイッチを透過照明側にして
おきます（顕微鏡前面側を押し込む）。

　１．電源プラグをコンセントに差し込み、電源スイッチの“｜”側を押し電源を入れて照明を点灯させます。光量調
整ダイヤルを回して適切な光量になるよう調整します。（ハロゲン照明タイプの場合は、電源スイッチ
ON/OFF時は照明光の明るさが最小となるように光量調整ダイヤルを調整して下さい）

　２．レボルバを回転させて５倍の対物レンズを光路に入れます。このとき対物レンズがステージにぶつかって破
損するのを防止するために粗動焦点ハンドルを回してステージを一番下に下げておきます。

　３．光透過性の標本をガラスステージの上に置きます。
　４．粗動焦点ハンドルを回してステージを上げ、標本を対物レンズにできるだけ近づけておきます。この作業は標

本と対物レンズ間の距離を目で確認しながら行ってください。
　５．視度補正環を回して目盛りを ± 0 に合わせます。両眼で接眼レンズを覗き、ゆっくりとステージを下げて標本

に焦点を合わせます。粗動焦点ハンドルを最初に使い、最後に微動焦点ハンドルで調整します。微動焦点ハン
ドルを何回転も回さないようにしましょう。微動焦点ハンドルを何度も回す前にあらかじめ粗動焦点ハンドル
で焦点を大まかに合わせておきましょう。

　６. コンデンサの芯出しを以下の手順で行います（出荷時に調整済みなので通常は調整不要です）。
　（１）２つある鏡筒キャップのうち、緑色のステッカーが貼付してあるものを用意します。緑色のステッカーを

　剥がすと、小さな穴（ピンホール）が開いています（図８）。
　（２）光透過性の標本をガラスステージに配置します。コンデンサ上下ハンドルを回して、コンデンサを最上位

　に位置づけます。
　（３）レボルバを回して４０倍の対物レンズを光路に入れ、標本に焦点を合わせます。
　（４）一方の接眼レンズを抜き取り、代わりにピンホールのあいた鏡筒キャップを鏡筒に挿入します。
　（５）ピンホールを覗き込みながらコンデンサ絞り調整つまみを操作します。コンデンサ絞り調整つまみを右

　側いっぱいに動かしてコンデンサ絞りを一度絞り込んだのち、徐々に絞りを開いていきます。絞りの大き
　さが対物レンズのひとみの外周（枠）と重なった状態から20～30%程度絞り込んだ状態にします（図９）。

　（６）ピンホールを覗き込みながらコンデンサ上下ハンドルを回して、コンデンサ絞り像（図１０）が見えるよ
　うに調整します。

　（７）コンデンサ絞り像が図１０のＡやＢのようになっている場合、２本のコンデンサ芯出しつまみを操作し
　て図１０のＣのようになるよう調整します。これでコンデンサの芯出しは完了です。

　　　※必要に応じて適宜調整して下さい。

70%
対物レンズのひとみ

コンデンサ絞りの像

30%

図９．コンデンサ絞りの調整図８

図１０

A B C

緑色のステッカー ピンホール
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眼幅と視度のセットアップ

　１．両手で左右の鏡筒を動かして、自分の瞳孔間距離にあうよう、見やすい幅に調整します。左右の２つの円形の
視野がひとつに重なったところが、観察者の瞳孔間距離に合った位置です。

　２．視度補正環を回して目盛りを ± 0 に合わせます。４０倍くらいの対物レンズを光路に入れ、粗同焦点ハンド
ルで大まかに焦点を合わせた後、微動焦点ハンドルで正確に焦点を合わせます(微動焦点ハンドルを何回転
も回さないようにしましょう)。視野内に対象物が無く焦点が合わせられない場合は、メカニカルステージを動
かして標本を移動させてください。像が鮮明でない場合、左右眼の視力差の補正(視度補正)により改善する
場合があります。この場合、視度補正環の無い側の接眼レンズを覗き、粗微動調整ハンドルで焦点を調整した
後、両眼で接眼レンズを覗きながら像が鮮明になるまで視度補正環を回して調整してください。

　　 ※視度補正環の無い側だけで覗いても鮮明な像が得られない場合、標本自体に問題があるかもしれません。

偏光装置のセットアップ

　１．簡易偏光装置を使用する場合は、右側のアナライザ・レバーを押し込み、左側を引き抜いてアナライザを光路
に入れます。

　２．落射照明において偏光観察を行う場合は、ポラライザをポラライザ挿入口に挿入します。
　３．透過照明に置いて偏光観察を行う場合は、コレクタ上部にポラライザを置きます（オプション）。
　４．ステージに標本のない状態で顕微鏡をを覗きながらポラライザを回転させ、視野内が最も暗くなるようにし

ます。この位置がクロス・ニコル（直交ニコル）の状態で、ポラライザとアナライザの振動方向が直交した位置
です。クロス・ニコルに調整後、標本をステージに置き、偏光観察を行います。

焦点ハンドルの調整

　　本機は焦点ハンドルの回転の重さを調整できるトルク調整リングを備えています。ご使用時に調整が必要と
　　感じられた場合に調整してください。
　　※緩くしすぎたりきつくしすぎたりしないで下さい。緩すぎるとステージが勝手に下降してしまうようになりま

すし、きつすぎると焦点合わせが難しくなり、微動焦点ハンドルの動きにも影響が出てしまいます。

ステージ位置ストッパー

　　 ステージ位置ストッパーを利用するとステージの上下方向の可動範囲（上限）を変更できます。標本と対物レ
　　ンズがぶつからないように、焦点が合う位置でストッパーを固定します（図１１）。

緩める

固定する

図１１
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照明用電球の交換（ハロゲン照明モデルのみ）

　１．照明用の電球の交換前に、電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いて下さい。
　２．落射照明用の電球の交換：ランプハウスふたネジを緩めてから、ランプハウス側面のふたを外して電球を交

換します。交換後、照明用電球の位置調整を行って下さい（P8の落射照明装置のセットアップ内にある５を
参照）。

　３．透過照明用の電球の交換：顕微鏡底面にあるランプハウスふたネジを回してランプハウスふたを開けて行
います（図１２）。

ヒューズの交換

　１．ヒューズの交換前に、電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いて下さい。
　２．ヒューズの交換は、顕微鏡底面にあるヒューズケースを回して開けて行います（図１２）。

ランプハウスふたネジ
(ハロゲン照明モデルのみ）

照明ライト位置調整ネジ
(ハロゲン照明モデルのみ）

ヒューズケース

図１２
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４．主な仕様

 １． 機械的鏡筒長：160mm
 ２． 対物レンズ：プランアクロマート（カバーガラス不使用）

  
  ３． 接眼レンズ：ワイドフィールド

  
  ４． 総合倍率：10倍の接眼レンズ使用時の総合倍率は以下の通り

  ５． メカニカルステージ移動距離：縦：35mm、横：75mm 

 ６． 粗微動同軸焦点

  ７． 微動焦点最小目盛り：0.002mm

  ８． 瞳孔間距離調整範囲：53mm～75mm

 ９． 人工照明装置

  （１）調光機構付き人工照明装置：

  　　・LED照明モデル：高輝度白色LED(5,000~5,500k)、 入力：AC100V 50/60Hz、出力5W（落射照明）

　　　　　　　3W（透過照明）、ケーラー照明

  　　・ハロゲン照明モデル：入力：AC100V 50/60Hz、出力：６V２0W、ケーラー照明

  （２）回転式フィルタ：イエロー、ブルー、グリーン、すりガラス

  （３）偏光装置：ポラライザ（挿入式）、アナライザ（三眼鏡筒内）

 １０． 透過照明装置

  （１）アッベ・コンデンサ：開口数N.A. 1.25、コンデンサ絞り付き

  （２）調光機構付き人工照明装置：

  　　・LED照明モデル：高輝度白色LED　入力：AC100V 50/60Hz、出力：3W（5,000～5,500K）

  　　・ハロゲン照明モデル：入力：AC100V 50/60Hz、出力：６V２0W

  １１． 重量：8.2Kg

 １２． 寸法：高さ：421mm, ベース：203x255mm、最大前後長：440mm

光学系 倍率 開口数 作動距離(mm)
乾燥系 5× 0.12　　　　　 18.3
乾燥系 10× 0.25 8.90
乾燥系 20× 0.40 8.70
乾燥系 50× 0.70 2.02

対物レンズ倍率 5× 10× 20× 50×
総合倍率 50× 100× 200× 500×

倍率 焦点距離(mm) 視野数(mm)
10× 25 18



５．パッキングリスト

６．検査証明書

  

その他
◆本書の内容の一部または全部を無断転載することを固くお断りします。
◆本書の内容については、将来予告無しに変更することがあります。
◆本書の内容については万全を期して作製いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記入漏れなど、お気づきの点
がありましたらご連絡ください。

検査官 梱包者 日付

名称    数量
顕微鏡本体  １
三眼鏡筒  １
落射照明用ランプハウス  １
プランアクロマート対物レンズ ５× １
  １０× １
 ２０× １
  ５０× １
接眼レンズ  ２
アッベ・コンデンサ  １
ポラライザ  １
フィルター（ブルー・すりガラス）  ２
ビニール製ダストカバー  １
ガラスステージ  １
ハロゲン球（スペア、6V20W）※1  ２
0.5Aヒューズ（スペア）※1  １
3Aヒューズ（スペア）※2  １
電源コード  １
マルチアダプタ  １
１×CCDアダプタ  １
鏡筒キャップ（ピンホールなし）  １
鏡筒キャップ（ピンホールあり）  １  
取扱説明書  １
検査証明書（取扱説明書内）  １
パッキングリスト（取扱説明書内）  １
保証書（取扱説明書内）  １
※1：ハロゲン照明仕様のみ　　　　※2：LED照明仕様のみ
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